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平成 23 年 3 月期第２四半期累計期間および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等をふまえ、本年 5 月 14 日に発表しました平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計

期間および通期業績予想を下記のとおり修正致します。 
 

１．連結業績予想 
第２四半期累計期間 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 129,500 16,500 18,000 10,500 37.38 
今回修正予想（B） 133,000 23,000 25,000 14,500 51.59 
増減額（B-A） 3,500 6,500 7,000 4,000 － 
増減率（％） 2.7 39.4 38.9 38.1 － 
（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 3 月期第 2 四半期） 
129,755 18,199 18,855 10,364 36.14 

 

通期 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 262,000 36,000 40,500 24,500 87.23 
今回修正予想（B） 265,500 37,500 41,500 25,000 89.02 
増減額（B-A） 3,500 1,500 1,000 500 － 
増減率（％） 1.3 4.2 2.5 2.0 － 
（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 3 月期） 
258,441 34,686 36,671 19,485 67.98 
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２．個別業績予想 
第２四半期累計期間 

 
通期  

 

３．修正の理由  

－第 2 四半期累計期間の業績について 
 

－売上高について 
セルフメディケーション事業では、主力のドリンク剤｢リポビタンシリーズ｣が７月以降の猛

暑の影響もあり増加したほか、発毛剤「リアップシリーズ」も堅調に推移したことなどから、

当初予想を上回りました。 
医薬事業につきましても、β－ラクタマーゼ阻害剤配合ペニシリン系抗菌薬「ゾシン」の伸

長などにより、当初予想を上回る見通しです。 
 
－利益について 
上記のような売上高の状況に加え、当期に予定されていた一部経費の発生が第3四半期以降に

ずれ込むこと及び経費管理の徹底などにより広告宣伝費、販売促進費、研究開発費等が当初予

想を下回る見込みであることから、営業利益、経常利益、四半期純利益について当初予想を上

方に修正致します。 
 

 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 96,500 13,000 17,500 12,000 42.69 
今回修正予想（B） 98,500 19,500 24,000 16,000 56.89 
増減額（B-A） 2,000 6,500 6,500 4,000 － 
増減率（％） 2.1 50.0 37.1 33.3 － 
（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 3 月期第 2 四半期） 
98,967 13,891 16,946 11,200 39.02 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 196,000 30,000 38,500 26,500 94.28 
今回修正予想（B） 197,000 31,500 39,500 27,000 96.07 
増減額（B-A） 1,000 1,500 1,000 500 － 
増減率（％） 0.5 5.0 2.6 1.9 － 
（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 3 月期） 
195,288 27,708 34,226 21,948 76.52 



 
 
－通期の業績について 
 
－売上高について 
セルフメディケーション事業につきましては、当初予想の通りでありますが、医薬事業につ

きましては、上期実績を勘案し上方に修正致します。 
 
－利益について 
費用面につきまして、研究開発費などが当初予想を上回る見通しでありますが、上記売上高

の状況と合わせまして、営業利益、経常利益、当期純利益の上方への見直しを行っております。 
 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


